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（続紙 ２ ） 
 
氏 名 田中 由乃 
（論文審査の結果の要旨） 
本論文は、第二次大戦後に欧州の社会主義国で多数建設され、寸法標準化が徹底さ
れたパネル工法による集合住宅群として知られるプレハブ住宅開発地について、居住
史集成の方法を用いて現在の居住者から認められている地域の価値を、従来一般的で
あった低評価を払拭するかたちで明らかにした研究である。チェコ共和国の２地区を
主事例・比較考察事例とし、居住者・地域行政・計画立案者の新旧主体に着目し、実
現が難しいとされる直接住民インタビュー調査と社会主義時代の新発見資料という
独自性・資料性の高いデータを用い、居住者の生活体験に深く関わる質的な住環境評
価を捉えたもので、得られた主な成果は次のとおりである。  
 
１． 居住史集成の方法を用いた分析から、現在のプレハブ集合住宅地において、居
住者はその生活体験に深く関わる価値として、社会主義時代から現在までの居
住史全時代にわたって形成された地域の特徴を評価していることを明らかに
した。 
２． 価値と認められているものには、社会主義時代からの地区周辺の自然環境、住区
の学校等の公共施設、その後民主化後に整備された中心的な公園、商業施設等が
あり、画一的とされるプレハブ住宅群のイメージとは異なる評価を示した。 
３． プラハ市最大規模のプレハブ住宅開発地イジュニームニェスト地区では、設計コ
ンペによる自立性の高いニュータウンとしての当初の緻密な開発計画が、度重な
る計画変更とプレハブ住宅以外の整備の遅延で実現せず、低評価の要因となっ
たことを指摘し、区行政の事業がその未完部分の引継ぎの役割をもち近年の進
捗により地区全体の評価が向上したことを示した。 
４． 民主化後に産業衰退を経験したオストラヴァイフ地区では、居住史全体にわた
って価値が認められるものの、所得階層の分布の偏りなど地区内の住区間格差
も生じつつあることを明らかにした。 
５． 以上の結果から、プレハブ住宅開発地では民主化前後を通じて居住者から価値
を認められ、低評価が克服されつつあることを示した。 
 
以上のように、本論文は、旧社会主義国に大量に存在するプレハブ住宅開発地を居
住史集成的に分析することで居住者に高く評価されている地域の価値を見出し今後
の住環境向上に有用とできることをを示したもので、学術上、実際上寄与するところ
が少なくない。よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認め
る。また、平成２９年２月１０日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行
い、申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。 
 
 
 
